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ABSTRACT

The　present　study　was　designed　1）　to　investigate　relationships　between

self－knowledges　of　skⅢdevelopment　and　objective　tests　of　perfor！nance　on

running　broad　jump　（Experiment　l ），and　2）　to　observe　effects　of　the　prac－



緒

tice　extending　for　two　months 　on　above　the　relationships　（E χperiment　II ）．

In　experiment　l ，　each　of　twenty　subjects，　boys　aged　n，　12　and　13　years

old，　was　requested　to　jump　with　maχimum 　effort　and　to　answer　the　ques－

tionaire　consisted　of　five　items　（jumping　record ，　running　approach，　a　take

off，　condition　of　the　flight，　landing）．　In　experiment　II ，　two　11－years　014

children　were　reque 斗ed　to　jump　at　every　seven　grades　of　effort　and　to　an－

swer　the　same　questionaire　before　and　after　the　practice ．　The　objective

tests　were　made　from　ten　variables　based　on　the　above　five　items　in　the

questionaire 。

・Wher！　principal　factor　solution　and　normal　varimax　Γotation　were　appli－

ed　to　the　results　obtained　from　eχperimeat　l，　the　structure　of　skills　on　run－

ning　broad　jump　could　be　generally　explained　by　the　following　three　fac－

tors；　1）　the　progression　of　jumping　record，　2）　the　velocity　of　running　ap ’

proach ，　3）　physical　characteristics　of　jumper．　The 　condition　of　formation

in　factors　were　more　established　in　junior　high　school　students　than　ele－

mentary　school　children ． 亅n　addition ，　the　multiple　correlations　between

the 　self－knowledges　of　skill　development　and　the　objective　tests　of　perform－

ance 　were　greatly　depended　upon　the　above　condition　of　formation　in　£ac－

tors．　It 　appeared 　that　the　rek！tionships　between　the　subjectivity　and　the

objectivitiy　influenced　by　difference　in　age　which　resulted　from　the　eχperi－

e即e　about　running　broad　jump ．　In　particular，　it　was　showned　in　experi－

ment 　II　that　the　multiple　correlations　between　the　subjectivity　and　the　ob－

jectivity　increased　sigmficantlly　after　the　practice　than　the　before。

It　IS　suggested　that　the　relationships　between　self－knowledges　of　skill

development　and　objective　tests　of　performance　are　more　closed　by　pro －

gression　of　skills　resulted　from　the　practice　in　running　broad　jump　at　every

11 ，　12　and　13　years　old．

言

体育科の授業では運動技術の習得や体力の向上

のみならず，その過程で主体的な学びとり方や感

じ方の能力が形成されなければならない．そのた

めには，運動場面においてわかること，（認識）と

できること（実践）を統一させる学習過程が探索

される必要がある．言い換えれば，児童・生徒の

運動に対する問題意識と，これまでに見い出され
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た科学的知識との接点で認識内容が見直されなけ

ればならないと考えられる．

こうした観点から，こ れ ま で 著者ら1）は中川

ら2）の小学6 年生を対象とした走り幅とびにおけ

る平均助走スピードと跳躍距離との関係から，得

られた回帰直線と標準偏差にもとづいて5 段階評

定法による「走り幅とび診断表」を作成し，教育

現場における実践に試みた，その結果，児童自ら

で形成した課題の変化と「助走スピードー跳躍距
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叩」関係の変イ匕との問に対応関係のあることが見　　　卜 亠
究

ふ
法　　 ∇ 十　　

二

い出された卜 しかしながら，児童・生徒の主観点　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

な技能の伸びの自覚内容が客観的なperformance　　 実　験　1 ：　　卜

のどの部分叱対応するのか忙ついては明らかにさ．　．・．・・最大努力時における主観と客観との関係

れておらず，児童・生徒が運動をどのように構造　　　 圉　被 験 者　　　＼　　　　　・・十

的に認知しているのかをとらえる段階に未だ塋っ　　　　表1（a）に示す身体特性をもつ小学6 年生および

ていない．　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学1 年生の男子各iO名が被験者とされた．

こうした児童・生徒の運動に対する構造的な認　　　（2） 実験方法

知には，運動に対する経験の量や年齢段階による　　　　各被験者は，最大努力による走り幅とびの跳躍

差，能力差・，性盖，性格などといった主体側の要　　 を3 回連続して行い・第2 ’第3 回目の跳躍を前

因や，運動の種類や学習指導の諸条件による差と　　　回の跳躍と比較するために 技能の違いの程度を

い
った客体側の要因など多岐にわたる要因の関与　　

表2 に示す質問項目について回答するように要求

することが推察される．　　　　　　　卜　　　　　十　された・　 レ　　　　　十　　　∧

本研究では児童・生徒が運動示どのように構造　　　　また，踏み切り線側方30m の地点に16mm シ

的に認知してし絽 のかを明らかにする第一歩とし　　　
ネプ カメラ（Bolex 社製，64　frames／sec）が設置

て，走り幅とびにおける主観的な技能の伸びの自　　　
され，踏み切り手前3 歩から着地までの動作が記

卜　　　　　　　　　　　録された
．さらに，被験者の靴底に金網によるフ

覚内容と 客観的なperformance との 関係が多変
へy卜・コンタクト・スイッチが装着され，有線並

量解析法を中心に検討された．すなわち，1 ）小　　　ぴ・に増幅器を介してイシ彡書きオッシログラフに

学6 年生と中学1 年生を対象に，最大努力による　　　両足のバングラムが記録され・た（　 高時に，一歩

跳躍運動時の主観と客観との関係を，年齢差O 観　　　ごとの岳臨と跳躍距離か巻尺に よ っ て 実測され

点から把握すること・2 ）主観と客観の関係が・　　　た．

長期間の練習によってどのように変容するのかを・　　　（3） 資料の整理・と分析 ご

検討すること・ の2 点が目的とされた’　　　　　　　16mm フイルムから踏み切り時における大転子

の飛び出し角度，並びに着地角度（大転子と踵を

結ぶ線が地面となす 臀部側の角度）　－fyi，　Motion

（a ）
表1　 被 験 者 の 身 体 特 性

対　象 学年 人数
身　 長 （cm ） 体　重 （kg ） 跳躍距離（m ） 50m 走（sec ）

－X S
－
X S

－
X S

－
X S

小 学 生

中 学 生

6

1

10

10

148 ．7

155 ．5

7．43

4．60

37．8

41．7

7 ．29

4．81

3 ．23

3．70

0．30

0．26

8 ．6

8，0

0．61

0．45

（b ）

被 験 者 学年 身　長（cm ） 体 重 （kg ） 跳躍距離（m ） 50m 走（sec ）

M ．　T

A ．　R

6

6

133 ．5

144 ．2

27．8

37．2

2．90

2．91

8 ．9

9 ．3



表2　 走り幅とびの主覬項目とその内容

5

1 ．前の跳躍にくらべて，記録が伸びたと思いますか．

（跳躍距離の伸びの自覚）

2 ∠前の跳躍にくらべて， スピードが充分にのった助走が

できましたか．（スピードを生かした助走）

3 ．前の跳躍にくらべて，助走のスピードをうまく生かし

た力強い踏み切りができましたか．（力強い踏み切り）

4 ．前の跳躍にくらべて，踏み切った後，空中で体が浮く

感じがしましたか．（身体の浮く感じ）

5 ．前の跳躍にくらべて，スムーズな着地ができましたか．

（スムー ズな着地）

Analyzer　（大沢商会製，　F308 型）によって 算出

された．また，バングラムから得られた一歩ごと

に要した時間，並びに歩幅の計測結果にもとづい

て，平均助走スピード，踏み切り手前3 歩の平均

スピード，踏み切り足の接地時間，滞空時間のそ

れぞれか算出された．

次に，上述した7 項目の測定結果と身体的特性

（身長，ローレル指数，　50m走タイム）の3 項目

の測定結果から主因子解か求められ，走り幅とび

の技術構造が検討された．併せて，質問紙法から

得られた主観的な技能の伸びの自覚と上記客観的

なperformance との対応関係が，変数増減法に

よる重回帰分析によって検討された．

実験2 ：主観と客観との対応関係に及ぼす練習

の影響

4 3 2
1
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田 被 験 者

表1（b）に示 す身体特性をもつ小学6 年生の男子

2 名が被験者とされた．

（2） 実験方法

被験者は約2 か月に わ た る 走り 輻とびの練習

（週3 回，1 回40 分）を行うことが要 求され，練

習前4 後に お け る 主観と客観の対 応関係の変容

が，実験1 の場合と同様に重回帰分析法によって

検討された．実験2 では主観と客観と の組データ

を 数多く得 るため，表3 に示す7 種類 の努力課痼

にしたがった12 回の跳躍について測定された．

主観的な技能の伸び（変化）は，第1 回目と第

7 回目の跳躍のイメージを基準にして ，実験1 で

使用した質問紙に回答させる方法が採 られた．た

だし，質問項目1 番については，要求 された努力
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表3　 走り幅とびにおける努力課題と試技順序

努

力

課

題

非が 力ヽ努　 努　 少努　楽　 か　
非

貼 付 ヵj ヵ に　 年　 ぎ

っ　　し　 し　　　し　　　　楽　　楽

て　　て　 て　　　て　　　　　に　　に

｜　 ｜　 ｜　 ｜　 ｜　1　1

試順

技序

5　　4　　　　1　　2　　3　　6

12　11　　8　　7　　　　　9　　10

課題による跳躍が本人の最大努力による跳躍に比

してどの程度かを跳躍距離との関連 で 回答 さ せ

た． 客観的なperformance　の 測定内容は実験1

と同様とされた．

練習内容は，上述した7 種類の努力課題を弱い

課題から順次最大努力へと高めた後，順次弱めて

いく計13回の跳躍を1 セットとして，2 セットの

反復練習が行われた．バウンディング走やもも上

げ走などの補助運動も随時負荷された．

表4

結果並びに考察

1．最大努力時における主観と客観の対応

ほ） 因子分析法からみた走り幅とびの技術構造

抽出された 因子の回転（normal　varimax　法に

よる直交回転）後の因子パターン行列が表4 に示

されている．

小学生の場合では， 第1 因子 において1 ，　4，

5，　6，　7 番など跳躍距離の向上に関わる条件に因

子負荷量の高い傾向が示された．したがって，こ

の因子は走り幅とびの個々の技術要因というより

も，むしろ一般因子と考えられる，そこで，この

因子は「跳躍距離獲得の因子」と解釈された．第

2 因子は， 踏み切り時の速度要囚を示す3 ，4 番

の項目に因子負荷量が高いこ と か ら 判断して，

「踏み切り時における助走スピードの因子」と命

名された．第3 因子以降では因子の固有値がかな

小・中学生における走り幅とびの客観項目の因子パターン行列

対　　　 象 小 学 生 中　 学　 生

因　　　　 子 F 　I p　n F 　I fh F Ⅲ

1 ． 跳　躍　 距　離

2． 平均助走スピード

踏み切り手前3 歩の
3．　　　　　　平均スピード

4． 踏み切り足の接地時間

5． 大転子の飛び出し角

6． 滞　 空　時　間

7． 着　　 地　　 角

8． 身　　　　　 長

9． ロ ー レ ル 指 数

10 ．　50m 走 タ イ ム

0．816

0．429

－0．408

0．772

－0 ．432

－0 ．426

－0 ．416

0．577

0．619

－0．614

0．537

0．539

0．573

0．621

－0 ．439

0 ．467

固　　 有　　 値 1．903 0 ．800 1．833 1．179 O 。765

累 積 寄 与 率 19．03 27．03 18．33 30．12 37．77

因 子 の 命 名

跳躍距離獲得

の囚子

踏み切り時に

おける助走ス

ピードの囚子

踏み切り時に

おける助走ス

ピードの因子

身体特性の

因子 解 釈 不 明



り低く，解釈が困難とされた．

中学生の場合についてみると，第1 因子は小学

生と異なり一般因子はみられず，踏み切り時の速

度要因を示す3 ，4 番にかなり高い因子負荷量が

示された．したがって，この因子は小学生の第2

因子と同様に「踏み切り時における助走スピード

の因子」と解釈された．第2 因子は体格の要素で

ある8 ，9 番と疾走能力に関わる10番に高い因子

負荷量 がみられたことから，「身体特性の 因子」

と命名するのが適当と考えられた．第3 因子では

2 番と5 番が取り出されたが，固有値が低いため

因子の明瞭性に欠けていると判断された．

今回抽出された因子の累積寄与率は，小・中学

生ともにかなりの低値であったが，中学生の方が

小学生に比して高い傾向にあることが認 めら れ

た．一般に，累積寄与率が高い場合ほど，測定項

目間の内的整合性は強いとされている．したがっ

て，中学生の方が小学生に比べて，走り幅とびに

おける個々の技術の関連がより円滑であったもの

と考えられる．これには，1 年という年齢差では

あるが，発育・発達の違いや走り幅とぴの経験量

小 学 生

阮－
1

2

3

4

5
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の違いなどによって，引き起こされる技能レベル

の差が関与しているものと推察された．現に，表

1（a）から中学生の方が明らかに跳躍距離の大きい

ことが認められる．

〉ところで，累積寄与率が低値であったことは，

例数や測定項目の数に規定されたことも考えられ

る，しかし，走り幅とびにおいて熟練者とは言い

難い小・中学生では，最大努力による跳躍時に，

個々の技術が円滑に関連し合うとは考えにくく，

累積寄与率が低値であったことはむしろ当然であ

るように思われる．

また，今回認められた因子の構造を小学5 年生

を対象として跳躍距離獲得条件を 検討 し た 橲屋

ら4）の報告や中学・高校生を対象として跳躍距離

に関わる主要因の解析を行った深代ら5）の報告と

対比してみると，比較的近似していることが認め

られた．したがって，本実験で抽出さ れた因子並

びにその解釈は，一応妥当なものであると考えら

れる．

（2） 主観と客観との対応　　　　　 十

主観に対する客観項目の重回帰分析の結果が表

表5　 最大努力時における走り幅とびの主観と客観との対応

主 観 の 内 容

跳躍距離の伸びの自覚

スピードを生かした助走

力強い踏み切り

身体の浮く感じ

スムー ズな着地

靈相関係数

1

3

7

5 ・6 ・10

8

6
　
4

4 8

10

9 ・ 10

0．742

0．772

0．596

0．715

0．783

重 回 帰 式 （T ス コ ア ー）

一一一－

Y 　＝0 ．119×1 十〇．025×7－10 ．727

Y 　＝0 ．069×3 十〇．009×5 十〇．043×≪―0 ．975×1，－0 ．401

Y ＝0 ．070×e －3 ．586

Y ＝0 ．034×4 － ．　040×s －0 ．685×io＋12 ．264

Y 　＝0 ．039×4 －0 ．044×8 十〇．022×9 －0 ．962×to＋12 ．295

中 学 生

N0． 主 観 の 内 容
対応する客観
の項目番号

重相関係数 重 回 帰 式（T スコアー）

1

2

3

4

5

跳躍距離の伸びの自覚

スピードを生かした助走

力強い 踏み切り

身体の浮く感じ

スムーズな借地

1・5・7

1

1・2・5・9

5

なし

0．642

0 ．417

0 ．850＊＊

0．329

－

Y 　＝0．075×1十〇．009×5～．　023×7－2 ．698

Y 　＝0．072×1―3．721

Y ＝o。119×1十〇．024×2十〇．009×5十〇．037×s－15 ．734

Y 　＝0．008×5十2．315

－

xI … … 跳 躍 距 離，x2 … …平 均 助 走 スピ ー ド，xa … … 踏 み 切 り 手 前3 歩 の 平 均 スピ ー ド，x4 … …jf沓み 切 り足 の

接 地 時 間 ，x5‘ ’̈¨大 転 子 の 飛 び 出 し角 ，x6 … …1帯空 時 間 ，x7 ’゙゙̈ ’着 地 角 ， χ8̈ ¨¨身 長 ，x9 ¨¨¨ロ ー レ ル 指

数，xl ，‥‥‥・50m 走 タ イ ム，＊＊… …p ＜1 ％
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5 に示されている． このときの有意点はF 　―2．0

で処理された6・7）．　 十

小学生の場合では，いずれの主観項目において

も説明量（寄与率）が50％台かそれ以下であり，

主観的な技能の 伸びの自覚と 客観的なperform －

ance との間に 特徴的な関係を示す 項目は認めら

れなかった．

一方，中学生では「力強い 踏み切り（3 番）」

項目において有意（pく1％）な重相関関係か示さ

れた．しかし，他の4 項目については，小学生の

場合よりも主観と客観との対応関係は弱い傾向が

認められた．

これらの結果は，小学生では主観的な技能の伸

びの自覚がかなり混沌としているのに対し，中学

生になると助走スピードを生かした踏み切りに意

識が焦点化されていることを示すものと考えられ

る．これには，前項出で得られた客観項目の因子

構造との合致が裏づけられる．

したがって，主観的な技能の伸びの自覚と客観

的なperformance　との 関係は， 年齢差も含めて

技能の差に大きく依存することが推察される．

2．主観と客観との関係に及ぼす練習の影響

（1） 練習による技能の変化

練習前・後の最大努力における跳躍距離，大転

子の飛び出し角度，滞空時間，並びに着地角度の

それぞれが表6 に示されているに

約2 か月間の練習によって跳躍距離は向上し，

滞空時間は延長することが認められた．これに対

して，大転子の飛び出し角度は著しく低下する結

果が示された．この結果を中川ら2）の報告にみら

れる小学6 年生の大耘子の飛び出し角度と跳躍距

離との回帰式 に代入してみると，練習前では本実

験の被験者は明らかに回帰直線から大 きく下方に

ずれる結果にあるのが，練習後にはいずれも標準

偏差内に位置づくことが認 め ら れ た．したがっ

て，上記大転子の飛び出し角度の著しい低下は，

練習によって跳躍距離に見合った角度へと変化し

たものと考えられる．

着地角度には一定の変化はみられなかった．

被験者M ．T の助走速度の経過が図1 に示され

る．．

練習によ って跳躍距離が著しく向上した原因と

して，助走の改善が指摘される．すなわち，練習

前では踏み切り手前6 歩から顕著な速度並びに歩

数の増減がみられるのに対し，練習後では助走開

始から踏み切りまで滑 ら か な 速度の上昇ととも

に，速度レベルの向上が認められた．これに対応

して歩数か増加する傾向が示され，歩 幅にはほと

んど変化は認められなかった． ‥

こうした歩数の増加によって助走速 度が向上す

る傾向 は，最高跳躍距離の80％以上に相当する努

力課題時に認められた．このことは，後藤ら8）の

高速における速度増大には歩幅よりも，歩数がよ

り関係するという報告と一一致するものと考えられ

る．

以上，約2 か月間の練習によって 助走の改善，

大転子の飛び出し角度の低下，滞空時間の延長が

認められ，これらの技能 の変化が跳躍距離の向上

を導いたものと解せられる．

12） 主観と客匍との対応関係の変化

表6　 練習前・後にみられる跳躍距離，大餃子の飛び出し角度，滞空時問，並びに着地角度

被 験 者

跳 躍 距 離（m ） 跳び出し角（degree ） 滞 空 時 間（sec・） 着 地 角（degree ）

前 後 前 後 前 後 前 後

M ．　T

A ．　R

2 ．90

2 ．91

3 ．25

3 ．05

24．7

18．8

10 ．0

13．5

0．476

0 ，460

0 ．504

0 ．488

43 ．3

42．7

47．2

42．3
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表7　 練習前・後にみられる走り幅跳の主観と客観との対応
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N（λ 主　 観　 の　内　容
鍛　　 練　　 前 鍛　　 練　　 後

対 応 す る
客観の項目

重相関係数 寄 与 率
（％）

対 応 す る
客観の項目

重相関係数 寄 与 率
（％）

1

2

3

4

5

努力の程度と跳躍距離との関係

スピードを生かした助走

力 張 い 踏 み 切 り

身 体 の 浮 く 感 じ

ス ム ー ズ な 着 地

X1

×1

な し

Xl

な し

0．338

0．338

－

0．381

－

11．40

11．40

－

14．54

－

3

3　4　7

2

3

7

0．861＊＊

0．879＊＊

0．642

0．620

0．448

74 ．26

77 ．29

41．27

38．48

20．04

XI・・・跳躍距離，X2 …平均助走スピード，X3 ’・゙踏み切り手 前3 歩の平均スピード，

X4…踏み切り足の接地時間，XS …大転子の飛び出し角，X ，…滞空時間，X ？・・’着地角

＊＊・・・pく1 ％

練習前・後における重回帰分析の結果が表7 に

示される．　　　　　　　　　　　　　　　　．・

前述した技能の変化と同様に，練習前・後にお

ける主観と客観との対応関係についても，著しい

変化が認められた．すなわち，練習前では主赧的

な技能 の伸びの 自覚と 客観的なperformance と

の間にはほとんど対応関係はみられな かったが，

練習後ではいずれの主観項目において も重相関係

数が高くなる傾向が 示された． とく に，「努力の

程度と跳躍距離との関係（1 番）」と「スピ ードを



―　280　－　．

生かした助走（2 番）」の2 項目については，有意

（pく1 ％）な対応関係が得 られた． また，客観項

目の2 ，　3，　4番の助走戈ピー下 に関わる項目か比

較的主観項目と対応することが認められた．

主 観項目1 番にみられた練習後の有意な対応関

係は，被験者か7 種の努力課題を十分に内面化さ

せた ことを示すもめと考えられる．また，主観項

目2 番の有意な対応関係は，歩数の増加に伴う助

走速度の向上による作用と推察される．大学短距

離選手を対象に客観的速度強度と主観的速度強度

との関係を検討した村木9）の報告によれば，歩数

の増加は走速度や主観的な速度を規定する重要な

因子であることが指摘されている．したがって，

この村木の報告と本実験で得られた結果とを考え

合わせると，速い助走スピードとより円滑な踏み

切りを行うためには，歩幅よりも歩数の調整がよ

り容易であることが示唆され，小学生において も

練習を積めば，歩数の増加による助走速度の向上

を認知し得ることが推察される．

しかし，踏み切り以後の技術内容の認知につい

ては，練習を積ませても困難であることが示唆さ

れた．

以上，実験1 並びに実験2 から主観的な技能の

伸びの自覚と客観的なperformance との関係は，

技能の程度によって規定されることが 認 め ら れ

た．　二

要　　 約　 卜

小学6 年生と中学1 年生を対象に，最大努力に

よる走り幅とびの主観的な技能の伸びの自覚と，

客観的なperformance との関係か重回帰分析法

によって，年齢差の観点から明らかにされた副司

時に，約2 か月間の練習によって主観と客観との

対応がどのように変化するかについても検討か加

えられた，‥

得られた結果の大要は以下に示されるi．・I・　：

1） 最大努力による跳躍時の主観と客観との対

応関係は，小学生ではほとんど認めら れな か っ

た，しかし，中学生では「力強い踏み切り」の主

覩項目に有意（pく1％）な重相関関係 が 得 ら れ

た．これらの結果は，客観項目の因子分析によっ

て得られた小・中学生それぞれの走り幅とびの技

術構造と合致するように考えられた．

2） 練習後の重相関係数は，練習前のそれに比

していずれの主観項目も顕著に高くなる傾向が認

められた．とくに，歩数の増加に伴う助走速度の

向上に関する主観は確かになる こ と が 認められ

た．

3） 上記1 ）　，　2）の結果から， 主観的な技能

の伸びの 自覚と 客観的なperformance との関係

は√技能の程度に規定される こ と が 裏付けられ

た． 白
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